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特発性心筋症に関する調査研究 

研究要旨 
本研究班は、1974年に旧厚生省特定疾患調査研究班として、特発性心筋症の疫学・病因・診断・治療を明ら
かにすべく設立され、その後約40年間継続して本領域での進歩・発展に大きく貢献してきた。本研究は、心
筋症の実態を把握し、日本循環器学会、日本心不全学会と連携し診断基準や診療ガイドラインの確立をめざ
し、研究成果を広く診療へ普及し、医療水準の向上を図ることを目的とした。研究班による全国規模での心
筋症のレジストリー、特定疾患登録システムの確立を推進準備し、心筋症をターゲットとした登録観察研究
であるサブグループ研究を開始し、登録をすすめた。また、研究成果の社会への還元として、ホームページ
公開や市民公開講座を行った 
Ａ．研究目的 
 これまで我々は酸化ストレスマーカーである尿
中8-hydroxy-2'-deoxyguanosine (8-OHdG)が心サ
ルコイドーシス患者の活動性を反映していること
を報告してきた。本研究では、心サルコイドーシ
ス患者において尿中8-OHdGと心室頻拍（VT）の関
連性について検討した。  
 
Ｂ．研究方法 
本前向きコホート研究では、心サルコイドーシス

診断基準（2006 年度改訂版）に基づいて診断され

た 62人の心サルコイドーシス患者のうち、36人

が 18F-FDG PET/CTにて活動性があると診断した。

この活動性のある心サルコイドーシスに 36 人を、

VT 合併群、VT非合併群の２群に分類した。特発性

拡張型心筋症と診断された 27人を心不全対照群と

した。尿中 8-OHdG、脳性ナトリウム利尿ペプチド、

心機能、心筋生検より得られた免疫染色データを

グループ間において比較検討した。 
（倫理面への配慮） 
患者の名前は匿名化され、そのデータは、名前や

個人を特定できないように個人情報の秘密は厳重

に守られ、第三者には絶対わからないように配慮

してある。 
 
Ｃ．研究結果 
(1) 免疫組織化学染色検査において心筋組織への8
-OHdG陽性領域は、心サルコイドーシスVT非合併例、
DCM例と比較して心サルコイドーシスVT合併例で有
意に広範囲であった。(2)心筋組織における8-OHdG
陽性領域は尿中8-OHdGと有意に相関し、この値は心
サルコイドーシスVT合併例で有意に高値であった。
(3) 多変量解析では、尿中8-OHdGが唯一の独立した
VTの決定因子であった。(4) ROC解析より求めた尿
中8-OHdGのカットオフ値17.5 ng/mg・Cr)以上で、V
Tを合併すする感度、特異度は、それぞれ、89%、8
3%であった。(5)ステロイド治療前後でのVT数およ
び尿中8-OHdG値は並行して減少した。 
 
Ｄ．考察 
本研究におけるもっとも重要な知見は、心筋酸化ス
トレスマーカーである尿中8-OHdGは活動性のあ
る心サルコイドーシスのVT発生と強く関連してい
るということである。また、我々は、尿中8-OHdG
は心サルコイドーシスの病態、活動性、治療効果を

判定できるバイオマーカーであることを報告して
いる。以上より、尿中8-OHdGは、心サルコイドー
シスの患者の病態、活動性、治療効果判定、不整脈
予測に有用なバイオマーカーと考えられる。 
 
E．結論 
尿中8-OHdGは、活動性のある心サルコイドーシスの
患者において、心サルコイドーシスの患者の予後に
関わるVTと深く関わっていることが示唆された。こ
のことから、尿中8-OHdGが、VTの予測や治療効果判
定に有用であることが示唆された。 
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